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発刊にさいして

国 立 極 地研 究 所 二.、一 ス発F|1に さ い して,一 一.1ご 挨 拶

申 しあ げ た い と思 い ます.

皆 様 方 は す で に ご承 知 の とお り,国17:極 地 研 究 所 は 昨

年9月29Hを も っ て.従 来 南極 観 測 へ の協 力,そ の他 極

地 研 究 関 係 裳務 を担 当 して参 りま した国 立科 学 博物 館 極

地研 究 セ ン ター が 発 展的 に改 組 され,全 国 の大 学,研 究

所,そ の 他 の{亟地 研 究関 係 者 が 利用 で き る独 白:の共 同FrJ

用 研 究 機 関 と して 発 足 した もので あ り ます.ま た昭 和 培

地 も同 時 に1|こ式 に この研 究所 の附 属 施 設 とい うこ とに な

りま した.

この 研 究 所 は 従 来 どお り,南 極 観 測 実 施 の た め の中 核

機 関 と して,そ の 協 力,業 務 を引 き続 き担 当 しま す が.

同時 に み ずか ら極 地 に 見 られ る オー ロ ラそ の 他 の 超 高 層

物 理 現 象 の研 究,地 磁 気,気 象 そ の 他 の 地球 物 理 学的 研

究,ilヒ界 の氷 の大 部 分 を 占め る南 極 氷 床 の氷河 学 的 研 究,

低 温 環 境 の も とで 生 活 す る生 物 の研 究,南 極 の 大陸 の地

学 的 研 究,及 び大 陸}周辺 の梅:千・の研`先,

寒地における丁学的研.売,そ の他領j也

に関する研究を総合的に実施すること

をその任務 としてお ります.

研究所が発足 して..」.でに1午 を経

過 しようとしてお り更すが,秋 どもは

これからも種 々の困難をの りこえつつ

この研究所を名実 ともに極地にlib.る

わが[司の,ひ いては世界の最高の石汗究

所に育てあげようとい:)熱 意に燃えて

おります.そ の一つ として当研究所に

おける活動状況,観 測隊の状況,極 地

研究に関する話題及び内外の極地研究

関係の情報等を広 く大学,研 究所の研

究 者そ の 他 の関 係 者'にお 知 らせ す る と と もに,皆 さん の

ご意 見 等 を掲 載 して関 係 者 相'1:の 意 見交換 を密 に し,極

地 研 究 発 展 の一 助 と する た め,こ の 極 地研 二 、.一ス を発

刊す る こ とに致 しま した.

少 な い 頁 数で 完 全 な も の とは い え ませ ん が,皆 さん の

こ意:見 を と り入 れ て で き る だけ よい も のに して ゆ く所 存

で ご ざい ます.

「1痒皆 仁rlσ)ご乞手2を‖易;j童 「よ う才∫願1し・し・た し まづ..

1,}長 永 川 武

国立極地研究所 「研究棟」
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南極観測隊便 り

一第15次 越冬隊 の近 況一

極 地 研 ニ ュ ー ス

7月14H待 望 の 太 陽 を再 び迎 え た 昭 和 基 地 は,長 い 冬

籠 を終 え,元 気 一 杯 で 来 るべ き春 の 活 躍 に 備 え て,全 員

観 測 に,設 営 に,忙 し く越 冬生 活 を続 け て い る.

6月 は晴 天 続 きで 穏 や か な 日が 多 く,太 陽 の な い 昭 和

基 地 で は,朝 焼 け 夕焼 け のtliで,戸 外 の作 業 も太 陽 の あ

る な しに か か わ ら ず,同 じ様 に続 け て きた.

内 地 か ら また フ リマ ン トルか ら持 ち遊 ん だ 新鮮 な野 菜

も6月 に 品 切 れ と な り調 理 の 小 堺,金 山 両隊 員 は,野 菜

は ない が,そ れ を.|:回 る味 覚,栄 養 そ して ボ リュ ーム の

あ る料 理 で隊 員 を満 足 させ る こ と うけ あ い で あ る.

大 変 な のは,み ずほ 観 測拠 点 の越 冬で あ る.し か し五

十 嵐,井 上,佐 藤 の3隊 員 は 元 気 で 観 測 を続 け,8月 下

旬 ま たは9月 半 ば 迄 に は 昭 和 基 地 に 帰 って く る予 定 で あ

る,9月 半 ば に は 昭 和 基 地 を 出発 す る予 定 の,サ ン ダー

コ ック調 査隊 は,渡 辺 隊 員 を リー ダー に,雪L車 の 整 備,

食 糧 の梱 包に 忙 し く準 備 に励 ん で い る.

7月 に入 り,昭 和 基 地 の天 候 は 悪 くな リプ リザ ー ドが

相 次 ぎ,待 望 の オ ー ロ ラは 不 作 の模 様 だっ た.天 気 が 悪

い なが ら,気 温 は 一37.2° まで 下 り,こ れ は 昭 和 基 地 再

開 以 来 の7月 に お け る最 低 記 録 で あ る.し か し21日 に は

寒 さ の中 で ソフ トボ ー ル大 会 をや る等,越 冬 生 活 を堪 能

して い る様 子 で あ る.ま た環 境 科 学 の隊 員 は1.5mに も

な っ た池 の氷 を ボ ー リ ング して,サ ン プル を採 った り,

分 析 に 忙 しい 模 様 で あ る.6月 一 杯 で 池 の 水 が 使 用 で き

な くな っ たの で7月 か らは 週2同 位,全 員 で 氷 山 の氷 採

りを運 動 を兼 ね て行 っ て い る.

「ふ じ」船上における越冬隊

一 第15次 隊(夏 隊)紀 行一

策15次 南極観測隊は,1973年11月25日,東 京港 を 「ふ

じ」で出発 した.昭 和基地への物資輸送,基 地建設,第

15次越 冬隊(村 越望越冬隊長以下30名)を 成立 させ,船

上及び基地周辺の観測調査を行った同夏隊(村 山雅美隊

長以下10名)は,1974年4月20U東 京港に147日 ぷ りに

帰って来た.

第15次 越 冬隊は,第11次 夏隊に始 り第14次 越冬隊 まで

の問,昭 和基地で行ったロケット観測にかわって,基 地

周辺の生物圏を中心とする生物 ・医学 ・地球化学による

環境科学総合研究とaglO次 越 冬隊から実施 して来たエン

グービーランド地域における雪氷学 ・大陸氷の氷河地形

学 ・リュツォホルム湾周辺地域の地質学等の地学総合調

査を研究観測のlirc点項1ilとし,基 地の定常観 測 と して

は,懸 案の高層気象観測を1日2回 実施 して,気 象観測

の充実を図ることになった,一 方,夏 隣は第15次,第16

次隊が継続 してとりあげる環境科学総合研究の一環 とし

て昭和基地周辺地域における生態系の調査 ・研究及び昭

和基地に面する南極海域の海洋環境要素の定常的観測の

ため,南 極海における海洋物理 ・化学 ・生物の船 ヒ観測

に重点をおいた.

極地に関する科学の総合研究と極地観測の実施中核機

関 として国立極地研究所の発足にあた り,南 極観測の実

情 と昭和基地及び外国基地の視察をおこない,も って南

極将来問題の検討のため,南 極本部は本部委員を第15次

隊へ同行させることとした.東 京港出発からケープタウ

ン入港まで,本 部委員,和 達清夫博士が,南 極条約に基

づく交換科学者　Dr　Norberto　 L.　Bienati　(アルゼンチ

ン国防省南極研究所)と 共に夏隊に参加されたのである.

折か らふっでわいたような石油危機のさ中,帰 途ケー

プタウンでの燃料補給も危ぶまれたぽ ま,「ふじ」は出

港の日をむかえた.『 勇ましく出港用意のラッパが響き

ゃ,何 の未練も残 しゃせぬ』と思いきや,乗 組員をおく

りに来た一女性が,別 れがたさに退艦を拒否 し,導 板の

上をかつぎ出されたというハプニングを残 し東京港をあ

とに した.三 浦岬をまわ り,内 地の山なみも視界か ら去

った嵐の夜,作 業中の機関科員2名 が大波に打ち叩かれ

重傷を負い,清 水港へ緊急入港 して傷者送還,そ して沖

縄沖で交替員が空か ら着任するなど,波 らん含みの門出

であった.

豊かなエネルギーに恵 まれた西オース トラリヤ,石 油

危機何処吹 く風 といったフリマン トルでも,便 乗値上げ

はいずこも同 じと見えて,「 ふ じ」は燃料補給に財布の

底をはたいて満タンとした.越 冬隊は日本 と較べれば格

安の生肉を冷蔵庫に満載 して南極行の準備は万端 ととの

った.足 の踏むところすべて トコブシ,3メ ー トルも潜

ればあわびの豊原とい うフリマントルの海岸で海の幸を

賞味 したばかりか,昭和基地向けの収獲 をあげ,陸 では本

場のローンテニスに明けくれたフリマントルを離れた,

物価狂騰の師走のニュースも,南 極の大 自然に立ち向

えば別世界の便 りとききな が し,「ふ じ」は氷海に航路
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極 地 研 二

を求めて,ひ た走りに南進 していた.氷 山が例年に くら

べて多い氷海を 「ふじJは 得意のローリングをつづける

程,暴 風圏のうねりは大陸周辺の海域に及んでいた.「こ

の揺れば良い知らせ」 とヘ リコプターからリュツォホル

ム湾を閉ざしている氷海に私は眼をこらした.う ね りは

定着氷を打ちくだき,氷 海は白と青のモザイク模様,氷

と海の美 しい光景を呈 していた.こ こで一たび南の風が

吹けば,悪 名高いこの海域の定着氷もスパッと割れて,

海 域をうめる流氷も北の海へ散るようにお膳立てが出来

ているようなものだとほくそえんだ.霧 の中,氷 状に恵

まれすぎたか予想外に行程を稼いだ 「ふじ」は借位を失

って しまった.「ままよ.昭 和基地は艦の南にあることは

間違いない」 と大晦日の早朝,ヘ リコプターを昭和基地

上空において,レ ーダーにより艦位を測定 しようと番外

便が飛んだ.霧 もはれ,氷 山の通 りの彼方に私にとって

は四年ぷ りに眼のあたりにした白癩海岸の露岩が見えて

きた.ア ンテナをかすめての超低空飛行により休 日日課

で朝寝をきめていた第14次 越冬隊をあわてさせ た だけ

で,め く・り合いはおあずけのままヘリコプターは,氷 山

が影をうつす開水面を白波を立てて進む 「ふ じ」に着艦

した.
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リュツォホルム湾深 く昭和基地の西方に鎮座 した南北

10粁,東 西20粁 に も及ぶ大氷山が,南 風による海氷の拡

散 と,北 からのうね りによる定着氷の破かいをさまたげ

たため,過 去3年 に亘って 「ふ じ」を苦 しめた氷海であ

る.と ころが今年は11月 からの晴天 つづきに氷状も好転

したのか,第14次 では1日 に2,3浬 の行程 しか稼げなか

った氷海を,今 「ふ じ」は白波をけ立てる変りようだ.

燃料事情に対処 して,チ ャージングによる燃料消費を

当初か ら避けていた第15次 航である.1度 のチャージン

グをする事もなく,『入港用意』のラッパが定着氷縁に鳴

りひび くと同時に,私 は艦首から縄ば しごをつたって,

揺 れ動 く氷上で,最 後の砕氷前進をする 「ふじ」の決定

的瞬間を納めようとムービーをかまえていた.物 見高い

ユ ー ス

ペンギン数十羽が,早 くも艦側に整然 と並んで見物 して

いるのも何時 もながらの南極風景であった.

西 から南へと氷の水平線上を昨年か ら引き続いて輝き

巡った太陽が真南をすぎた時,新 しい年に暦がかわった.

新 年と共に過去3年 昭和基地への陸揚げを果たせなかっ

た大型雪上車の氷上輸送作戦が,定 着氷の固いうちにと

開始された.年 頭の行事を前に早朝から,私 はスキー隊

と共に氷状偵察に出発 した.昭 和基地の北西約50粁,定

着氷縁にアンカーをうった 「ふ じJか ら南へと並ぶ氷山

列の西側に前日の偵察飛行で探 し求めておいた唯一の氷

上ルー トを,ス キー隊は順調に氷状調査をつづけていた.

そ の頃,好 事魔多しというか,幸 先よしと明るい見通

しに心をはずませて い た矢先,「 ふ じ」乗組員が氷山の

クレパスに転落 し若い生命 を一瞬に失 うカタス トロフィ

へとつき落された.送 葬 ラッパの調べと弔銃の響が氷原

に低 く流れる甲,軍 艦旗におおわれた遺体は2日 タ刻,

氷上に葬 られた.

屍 を越 え氷上輸送作戦は直に再開された.「ふじ」を離

れた2両 の雪上車は氷上ルー トを設定 し,時 を同じくし

て昭和基地を発進 した雪上車と氷山列の南端 で 会 合 し

た.よ って大型雪上車の輸送に耐える氷上輸送ルー トが

新旧観測隊の協力のもとに完成 した.

南極の行動に瞬時の遅延は許されない.「ふじ」に帰っ

た偵察隊は暫時の仮眠のあとトンボ帰 りで,濃 霧に閉ざ

された早朝,定 着氷にキャタピラの音をきしませ,大 型

雪上車の輸送にうつった.走 行72粁,幸 運の低温 と氷状

に恵まれ大型雪上車は四年目に昭和基地へ 陸揚 げ され

た.

チ ャンスは作 らなければならない.石 橋を叩いては渡

れない南極の行動である.再 び気温の低い三日目の極夜

を利 して第2回 の氷上輸送が実施された.雪 上車が 「ふ

じ」を離れて二時間の後,突 如,舷 側の氷に亀裂が入っ

た.す でに氷原も遠 く視界から去った雪上車を追 うが如

く,定 着氷は南へ南へと割れて行った.そ して翌朝には,

雪 上車のシュプールをくっきり残 した氷盤が,さ ながら

ジグソゥパズルを崩 したように氷海に漂っていたのもス

リル満点の氷上輸送であった.

至近距離 と天候に幸され,空 輸も順調にすすみ1月26

日には,船 舩は基地か ら持ちかえった空 ドラムだけが う

ず高 くつまれていた.越 冬観測の目玉商品である環境科

学調査の本拠 となる環境科学棟が入念に建設 され た一

方,も う一つの目玉商品である地学調査が渇望 していた

セスナが組立てられ,日 本隊は じめての越冬飛行にそな

えて直に慣熟飛行に入った.内 陸調査の拠点みずほ観測

拠点の補給 と連絡が,空,陸 から展開されたが,開 水面が

多かったため霧の発生にわざわいされたヘ リコプターに

よる野外調査は予定におくれを見た.日 の出岬,オ ング
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ル島からラングホプデにかけての環境科学調査はおおむ

ね実施できたものの,そ れ以遠における測地の予定は消

化できなかった他,セ スナ機不時着事故のため,飛 行作

業が中断され,航 空撮影と航空磁気測量は見送 りの1ヒむ

なきにいたった.

昭 和基 地

輸送・建設・基地周辺の観測の予定を完了し,2月1日

昭和基地の業務は第14次 越冬隊から引継がれた.万 事略

式を旨として,越 冬隊成立の儀式はおろか,あ たふたと2

月6日 早朝には夏隣が旗印 とする海洋観測のため予定を

早めて北上を開始 した.ク ック岬の測地 と採泥,新 南岩

の測地,ソ 連マラジ.ジ ナや基地訪問 と,西 へ東へ大陸

沿岸海域を行動 した後,2月14[1深 更66°32'S44°24'E

の地点で 「ふ じ」は無補給で東京までの燃料を残 して氷

縁を離脱 した.リ ュツォホルム湾北面海域の海洋環境要

素の定常的観測はかねてから計画されていたところであ

ったが,昭 和基地付近にはりつけられ時間的制約のため

その実施がのびのびになっていた.瓢 箪から独楽ではな

いが,燃 料危機が海洋観測に幸い したのも不可思議な因

果であった.東 経43度 線 を南緯57度 まで北上 し,西 航 し

て東経34度 線を南緯67度 まで南下の上東経0度 まで西航

して漸 くケープタウンへ向う暴風圏のさすらいは正直な

話説にもあまり評判のよい行動ではなかった.昭 和基地

か らケープタウンまで,通 常10日 あまりの航程を36日 の

長期にわたった海洋観測も,比 較的静穏な天気に恵まれ

て,概 ね所期の計画どお りに経過 して,ケ ープタウンに

入港 した.

必要資材のすべてを確保 し,大 型雪上車の改装も予定

を繰上げて夏期間に完了した越冬隊は好調のスタートを

きった.内 陸棟を増設 し,3隊 員が越冬 しているみつほ

観測拠点にも8月 には太陽が再来 した.実 り多い越冬観

測 と充実 した越冬生活の成果を期待 して,第15次 夏隣の

紀行をおわる.

(第15次 隊長 村山雅美 国立極地研究所次長)

一第16次 南極観測隊員決まる一

今秋出発する第16次 南極観測隊員,越 冬隊30人 の うち

23人,夏 隊10人 の うち9人 の計32人 の観測隊員が6月26

Hの 南極地域観測統合推進本部で決定,同 日発表された.

越冬隊長(観 測隊長)に は国立極地研究所星合助教授,

(第7次 夏隣,第8次,11次 の越冬隊,46年 ～47年 正 月

にかけて米マクマー ド基地へ,47年 暮 れから48年春まで

英サウスジ。一ジア基地へ南極条約交換科学者として出

かけた)今 度で6度 目の南極行きである.夏 隊長(観 測

副隊長)に は広島大学吉田教授,(第2次 夏隊,第4次,8

次の越冬隊,ド ライバレー地域へ5回)が 決まっている.

第16次 隊員のおもな観測計画は第15次 隊に続 く昭和基

地周辺の環境科学の総合研究 と,地 学調査が2大 テーマ

である.環 境科学の調査は第15次,16次 の2ケ 年 計 画

で,生 物,医 学,地 球化学が協力 し,南 極の土壌,空 気,

水などの汚染状況(実 際はあまりよごれていない)を 分

析 する,又 隊員の体内の水銀など,汚 染物質の量が1年

間の南極暮らしでどう変わるか,な ど引き続き追跡調査

をする,地 学調査は昭和基地周辺を中心に雪氷(夏 のボ

ーリングが主) ,地 質,地 理の三分野が協力 し南極の地

学総合調査を行なう.さ らに昨年度から航空機(セ スナ)

が加わり引き続き内陸調査等に協力,測 量を行うなど大

きな成果が期待される.

一第16次 隊の訓練状況一

第16次 南極地域観測隊夏期総合訓練を,7月20日 か ら

24日 まで,国 立赤城青年の家で行なった.星 合隊長以下

隊員40名(候 補者を含む)全員が参加 し,午 前中は主に,

南極観測の目的,こ れまでの経過,現 状 と体制,あ るい

は昭和基地の様子,野 外行動のあり方や健康管理等につ

いての講義を聞き,午 後はロープ訓練,消 火訓練,天 幕

訓練等を行い,体 技 としてバレーボールや ソフ トボール

を行 った.

このほか,部 門別の訓練については,昨 年に引き続き

運航する飛行機の操縦,整 備及び航空写真等の訓練を行

うほか,通 信,機 械,建 築等の設営部門を中心 として実

施する計画であ り,観 測部門についても,海 洋部門や地

磁気部門の船上観測訓練や気象観測訓練などを行 うこと

に している.

ドライバ レー深層掘削計画

南極大陸の沿岸には雪や氷に被われていない露岩地帯

があり,昭 和基地の周辺もそうである.こ れらは南極の

オアシスとも呼ばれている.南 極最大のオアシスはビク

トリアランドの南部にあるマクマー ドサウンドオアシス

である.と くに,そ の中心部には1902年 に イギリスのス

4



極 地 研

コ ッ ト隊 に よっ て発 見 さ れ,　Dry　 Valley　 と呼 ば れ る無

氷 雪 の谷 間 が あ る.こ の ドライ バ レー地 域 の調 査 は1960

年 頃 か ら特 に 盛 ん に な り,南 極 の 地 史 を探 るLで 極 め て

注 目 すぺ き報 告 が な され て い る,

わ が 国 の ドラ イバ レー地 域 の 研 究 に は1963{F末 か ら地

球 化 学 者 を中 心 とす る一 団 が 参 加 を して お り,と くに ド

ラ イ バ レーに 点 在 す る塩 湖,淡 水 湖 な どの 研 究 が な され

て き た.こ の間 に,ド ラ イ バ レーの 成 因,さ らに 南 極 大

陸 の地 史 の解 明 には 現 地 で の ボ ー り ングが 必 要で あ る と

い う意 見が 高 ま って き た.そ の 具 体的 な 計 画 が 日 ・米 ・

ニ ュー ジー ラ ン ド3国 共 同 の 「ドラ イバ レー深 層 掘 削 計

画 」　(DVDP:　 Dry　 Valley　 Drilling　 Project)　 で あ る.

わ が 国 は国 立極 地研 究 所,ア メ リカは 米 国 科 学 財 団 極 地

研 究 局,ニ ュー ジ ー ラ ン ドは南 極 局 が夫 々の 担 当政 府 機

関 とな って い る.1972/73年 夏 に ロス 島 で の掘 削 が始 ま

り,来 年(1975年)2月 に 第3年 次 を もっ て終 了す る 予

定 で あ る.

わ が国 か らは 第2年 次 よ り現 地 調 査 に 参 加 し,米 国 の

掘 削 機 械,ニ ュー ジー ラ ン ドの掘 削 技 術 者 の 提 供 に 対 し,

研 究 器 材 の一 部 を わが 国 で も分 担 した.昨 年(1973/74)

は国 費 に よ り2名 が現 地 へ 派遣 さ れ,今 年(1974/75)は

4名 が 参 加 の 予 定 で あ る.現 地で は掘 削 に よ っ て得 られ

た コ アの 記 載,化 学 分析 な どが 中心 とな る.一 方,国 内

で は 今 まで 採 集 され た 試 料 の 研究 が 進 め られ て い る.こ

の よ うな 国際 的 な 研 究 を 進 め るた め,去 る5月29日 よ り

31日 まで,米 国 シ ア トル市 に お い てセ ミナ ー が 開 か れ

た.わ が国 よ り10名 が 出席 した(当 研 究 所 よ り永 田 武 所

長,楠 宏 教 授,中 井 信 之 客 員 助 教 授(名 大)が 参 加).

外国観測隊に参加 して

一英国南極観測隊の片鱗一

フ ォー ク ラ ン ドの ス タ ン レー 港 に は緋 色 に彩 られ た3

隻 の船 が 入 っ てい た.英 国 観 測 隊 の新 鋭 船 プ ラ ン ス フ イ

ー ル ド(6 ,000ト ン),ジ ョン ・ピ スコ ー(1,600ト ン),

それ に 英 国 海 軍 に 属 す る南 極 観 測 支 援 艦 エ ンデ ュ ア ラ ン

スで あ る.9月 末 か ら10月 に か け て,つ ぎつ ぎに イ ギ リ

ス を離 れ た観 測 船 は,南 米 ウ ル グ ア イ の モ ンテ ビ デ オ を

経 て,南 極 半 島か ら ス コ シア海 へ かけ て散 在 す る7つ の

基 地 を巡 航 した り,海 洋 観測 を実施 した りす る.そ して,

時 に,ス タ ン レーに 同 時入 港 し,観 測 隊 員 の乗 り替 え,

物 資 の積 み 替 え等 を行 な う.3月 に な る と,越 冬隊 員 を

最 終 目的 地 にお ろ し,越 冬終 了者 を収 容 し,5月 上 旬 英

国 に も ど る.例 えば,越 冬 隊 員 と して,サ ウ ス ジ 日一 ジ

アで 植 物 の調 査 を して き たAさ んは,比 較 研 究 のた め に,

シー ズ ン初 め にや っ て き た ジ.ン ・ピス コ ー に乗 っ て シ

グ ニ ー基 地 に行 き,3ケ 月詐 り滞 在 した の ち,プ ラ ンス

ユ ー ス

フィール ドでモンテビデオまでといった,機 動力を生か

した広い範囲にわたる野外調査を行なうことができる し

くみである.さ すがはダーウィンの後高 と羨 しく思った

のである.

サ ウスジ。一ジア基地はシグニー基地 と並んで,特 に

生物学研究を重点項目に しており,動 物飼育の大型低温

恒温海水水槽を造 りあげ,私 の滞在甲,動 物学担当隊員

らが懸命に温度調節にとり組んでいるところであった.

1973～4年 の越冬には,総 勢24名 中動物学者4名,植 物

学者1名 でいずれも20代,大 学院博士課程程度の人達の

ようであった.と ころで,も う一つ羨 しかったのは,こ

れら5人 の若手研究者に,大 学卒程度の助手が3人 配置

されていることであった.野 外調査の補助,恒 温槽の温

度監視から倉庫の整理管理までを,こ の人達が引受けて

いた.だ からといって,研 究者が手足を動かさないとい

うのではない.む しろ,先 頭に立って海に潜 り,船 の上

での作業を指導 していたのであった.年 の頃 もあまり違

わない筈なのに,互 に仕事の領域を尊重 しながらの協同

作業は見事なものであった.

(筆者,星 合孝男国立極地研究所助教授 生理生態学研

究部門昭和47年12月 ～昭和48年3月 英国サウスジa－ ジ

ア基地へ外国交換科学者 として派遣された.)
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研究所の概要

1.設 立 の経緯

「国立極地研究所」は,昭 和48年9月29日,国 立学校

設置法の一部が改正され,「極地に関する科学の総合研究

及び極地観測」を任務として設立 された文部省所轄の全

国共同利用研究機関である.

この研究所が設立されるまでには,20年 近い変遷の歴

史があり,昭 和31年 置,国 際地球観測年事業の一環とし

て南極地域観測事業が開始され,オ ングル島昭和基地に

日章旗が打ち立てられたのがその第一歩であった.こ の

南極地域観測事業は,一 時中断の時期はあったが,そ の

後も実施され現在にいたっている.昭 和36年5月,日 本
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極 地 研 二

学術会議はこれら南極地域観測によって得 られた資料の

整理 ・保管 ・研究等を行なうため,庶 務 ・観測 ・設営 ・

資料の4課 をもって構成する 「極地研究所」を,文 部省

既設機関の附属機関として設置することを政府に勧告 し

た.政 府 も,こ れまでの臨時的体制では観測事業を継続

することが難か しいとし,こ の勧告にこたえて,昭 和37

年国立科学博物館に 「極地学課」を新設 した.さ らに昭

和38年5月,日 本学術会議は南極地域観測を恒常的事業

として実施するにふさわ しい常置的な中核機関の設立を

政府に勧告 し,t・の必要性を認めた政府は昭和41年 極地

学課を拡充 し,「極地研究部」を設置 した.

極地け宇宙に開かれた地球の窓であるといわれ,超 高

層,地 喩物理をは じめ,地 学 ・雪氷 ・生物等の広範な科

学分野の扉究の豊庫である.昭 和44年,日 本学術会議南

極特別委員会は,こ れら各分野の総合連絡を図る機関 と

して,相 当の璽および質の研究者を擁 し,共 同利用的性

格をもつ研究所の設置を要望 した.こ れらの要望をふま

え,南 極条約の下において,恒 久的な観測体制の確立 と

ユ ー ス

観測実施業務を集中的に行なう機関 として,こ れまでの

極地研究部を改組 し,国 立科学博物館に 「極地研究セン

ター」が設立されたのは昭和45年4月 のことであった.

極地研究センターは同年8月 現在地(板 橋区加賀1-9-

10)に 移転 し,業 務を続けてきたが,昭 和48年9月,待

望久 しい独立 した機関としての 「国立極地研究所」が設

立されるにいたって,そ の施設設備や研究成果はすべて

国立極地研究所に引き継がれた.ま た同時に,昭 和基地

も正式に国立極地研究所の附属施設 となった.

国立極地研究所の機構の整備については,発 足当初3

か年計画(48～50年 度)を たて,現 在この第2年 次に入っ

たところであるが,研 究系については7研 究部門のうち

地学研究部門,寒 冷生物学研究部門をのこして5研 究部

門が完成 し,資 料系 も4資 料部門のうち低温資料部門を

のこして3資 料部門がすでに完成 している.(次 図参照)

研究系 ・資料系に,事 務系の管理部,事 業部を合せて

現在定員は68名 であるが,完 成時の50年 度にはこれが102

名になる予定である.

2.組 織 ・定員(完 成 時)

幽
研究刹 一

地球物理学研究部門

※超高層物理学研究部門
.一一ーー一 .雪氷学研究部門

(※地学研究部門)

生理生態学研究部門

…評議員会議

…運営協議員会議

嵌 長

隣料系i

所 長

…専門委員会

(注)※ 印は客員部門,()書 は

昭和50年 度新設予定

庶務課1-..

1会計課

叶 事業課[

観測協!
力室.

一一(※寒冷生物学研究部門)

※寒地工学研究部門

生物系資料部門

非生物系資料部門
一 データ解析資料部門

一(低 温資料部門)

図書室

庶務係

人事係

総務係

経理係

用度係

施設係
一…一 企画係

一 業務係

一特殊職員

(設営係)

(定常観測係)

.-1昭 和基地

国
一長
1
1

折方

度
時

二年

成
.

区
4
完

長1次 .

!1 .

(注)()内 は客員部門で外数である

騨 、、野 欝 卑 τ嘩 艶 言二:囎|醤殊観 計1、④i
3(4)4(4) .-1q5...2gミ.-20.5「-1..2亘 一「1q2∫8Σ .;
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3.各 組織の機能及び内容

國

極 地 研

① 研究系は,7研 究部門(う ち4研 究部門は客員部門)

20人(ほ かに客員8人)で 構成され,極 地の地球物理

学,超 高層物理学,地 学,生 物学,工 学等について総

合的調査研究を行 う.

② 資料系は,4資 料部門11人 で構成され,極 地に関す

る各種資料を収集,整 理,保 管 し,国 内国外の研究者

に利用させ,研 究の推進に寄与するほか資料の管理に

あたる.

③ 管理部は,2課25人 で構成され,庶 務,会 計業務 と

ともに給排水施設,電 気設備等の保守管理および施設

の営繕等を行う.

④ 事業部は,1課1室41人 で構成され,極 地観測事業

の実施面持に隊員のす い せん,観 測隊編成の準備,

お よび物資の調達,現 地における設営その他極地観測

事業に対する協力を行 う.

⑤ 評議員会は,関 係国立大学長,極 地の科学およびこ

れに関連のある分野の学識経験者,そ の他の学識経験

者のうちから文部大臣が任命する15人 以内の評議員で

構成され,研 究所の事業計画,経 費の見積,そ の他の

管理運営の重要事項について所長に助言するほか文部

大臣に所長候補者を推せんする権限をもつ もの で あ

る.

⑥ 運営協議員会は,本 研究所が全国の共同利用研究施

設の性格を持つことから,研 究所以外の研究者の要望

等を充分採 り入れて運用する必要上その窓口として置

くもので,所 長のほか,所 内外の21人 以内の委員で構

成され,所 長の諮問に応 じて極地に関する研究計画そ

の他研究所の運営に関する重要事項で所長が必要 と認

めるものについて審議する.
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(研究系)

地 球 物 理 学 研 究 部 門:地 球の内部か ら周辺部までの

極地域を中心 とした諸現象の

物理学的研究を行 う.

超高層物理学研究部門※:極 光現象など地球の超高層の

大気圏におこる物理的諸現象

について研究を行 う.

雪 氷 学 研 究 部 門:極 地大陸の雪氷,極 海の海氷

に関する研究を行 う.

地 学 研 究 部 門※:極 地における地理,地 質.地

殻物理,海 洋に関する研究を

行 う.

ユ ー ス

生 理 生 態 学 研 究 部 門:極 地に繁殖する動植物の生理

生態及び極海の生物の生理生

態について研究を行 う.

寒冷生物学 研 究 部 門※:寒 冷下における人を含む生物

の生理及び微生物に関する研

究を行 う.

寒i地工 学 研 究 部 門 ※:寒 冷地に適 した建築,車 輌,

機械,通 信等を研究 し,極 地

の環境に適合する生活方法を

研究する.

(資料系)

生 物 系 資 料 部 門:生 理生態学,寒 冷生物学系に

属する資料の収集保管にあた

る.

非 生 物 系 資 料 部 門:地 球物理学,超 高層物理学,

雪氷学,地 学の各部門に属す

る資料の収集保管にあたる,

デ ー タ解 析 資 料 部 門:観 測データの解析と整理にあ

たる.

低 温 資 料 部 門:低 温を必要 とする資料の保管

にあたる.

(注)※ 印は客員部門

研究所刊行物

南 極 資 料48号1974年1月

49号 〃3月

50号 〃8月

Memoirs　 of　 National　 Institute　 of　 Polar　 Research,

　 Special　 Issue,　 No.　 3,　 Proceedings　 of　 Antarctic

　 　 Review　 Meeting　 March　 1974

　 Series　 B　 (Meteorelogy),　 No.　 2,　Turbulence　 charac-

　 　 teristics　 and　 micrometeorelogical　 structure　 of

　 　 atmospheric　 surface　 layer　 in　stable　 stratification

　 　 in　 Antarctica,　 by　 T.　 Maki.

JARE　 Data　 RepOrts,

　 　 　 　 No.　 21　 (Seismology)

JARE　 Data　 RepOrts,

　 　 　 　 No.　 22　 (Ionosphere)

JARE　 Data　 Reports,

　 　 　 　 No.　 23　 (Ionosphere)

Antarctic　 Geological　 Map　 Series

　 Sheet　 1:　 East　 Ongul　 Island

　 Sheet　 2:　 West　 Ongul　 Island

August　 1974

February　 1974

March　 1974

March　 1974

March　 1974

March　 1974
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極 地 研 ニ ュ ー ス

宇宙空間の科学一

女 性 の チ ャー ミング ポ イ ン トで あ るほ くろ が,一 体 ど

こで,オ ー ロ ラ と結 び つ く とい うので あ ろ う.太 陽 面 上

で の 異 常現 象,例 え ば黒 点 に伴 う変 化 が,オ ー ロラや,

磁 気 嵐 の原 因 に な っ て い る とい うので あ る.著 者 の,こ

の 様 な意外 な 発想 が,全 体 を通 じて現 わ れ て お り,し か

もそ れ らが物 理 的 直 感 に結 び つ い てい る の で,大 変 イ メ

ー ジが つ か み や す くお も しろか っ た.宇 宙 空 間 の物 理 学

で あ る この本 に,女 神 が現 れ,恋 があ り,バ イ オ リ ンが

聞 こ え,ま ぐろが 網 に か か る話 が 出 て くる とい う具 合 で

あ っ た.黒 点,オ ー ロ ラ,磁 気 嵐,電 離 層 等 が,時 間 的

に も,空 間 的 に も,幅 広 く語 られ てい る とい うの も興味

深 か っ た.ま さ しく,ジ グ ゾ ーパ ズル を解 くよ うに 歴 史

を語 り,日 常 生 活 と の関 連 を語 る こ とに よ り,オ ー ロ ラ

を,磁 気 嵐 の実 体 を,解 いて み せ て くれ て,何 とな くわ

か っ た気 に さ せ る本 で あ る.

〔・J・口高 著NHKブ ック ス1974年 日本 放 送 出版 協 会 発 行〕

.南 極 式積 極生 活

平 均 風 速40mも の ブ リザ ー ドが 吹 き す さみ,マ イ ナ ス

30度 ぐ らいは しば しば で あ る とい う,酷 寒 の,き び しい

自然 か ら くる イ メー ジ とは対 照 的 な本 で あ っ た.白 い大

陸 が,意 外 と白 くな く,黄 色 で あ り,紫 色 に 見 え て くる.

そ こ に,生 き て い る人 間 が い る とい う印 で あ ろ うか.だ

か ら,語 られ て い る こ とは,飲 み 水 の こ とで あ り,食 物

の こ とで あ り,大 便 小 便 の こ とで あ った.　 El記 に 書 か れ

てい る こ とは,今 日は どれ だ け 進 ん だ か とい うこ と と,

何 を,い か に して食 べ た か とい う こ とな の だ,南 極 とい

う,文 字 通 り極 地 に 置 か れ た 人 間 が,む しろ積 極 的 に生

き よ う と して い るの が 淡 々 と書 か れ て お り,冗 漫 な 感 じ

も一 部 に あ るが,正 に 体験 談 で あ り,実 感 が 出 て い て 興

黙 濃 ㌃ら諜 ㌶ ζ驚 」套:,霊 ●
歩み」 という南極の映画と対照 して読む となおおもしろ

い.

〔松田達郎著1974年 地球書館発行〕

(筆者,滝 沢美代子国立極地研究所助手 データ解析資

料部門)

〔極地豆事典〕
オー ロラ(極 光)

昭 和 基 地 の レイ バ ン ト型 オ ロ ー ラ,.ド の灯 は 基 地

南極や北極などの高緯度地方の空をいうどるオーロラ

は,ギ リシャ神話では ミ暁の女神ミのことである.暗 黒

の夜空に突然赤味がかった黄色の帯が乱舞する.そ の美

しさは.他にたとえるものがなく,音 もなく現われるだけ

に無気味ですらある.

自然の発光現象であるオーロラは,赤,黄,青,紫 な

どの色や,帯 状,弓 状,線 状,火 炎状などさまざまな形

を示す.そ の現われる高 さの下限は地上か ら100㎞ くら

い.こ の高さの空には酸素,窒 素,水 素などの気体粒子

があ り,そ の一部分は電離されていて地上からの電波が

反射する層になっている.こ の層へ地球の外から高速の

荷電粒子の流れがとびこんできて,気 体粒子 とはげ しく

衝突する.そ の結果,粒 子はそれぞれ特有の光をだす.

これがオーロラである.酸 素粒子が発する黄白色,窒 素

粒子からでるピンクの光などが肉眼でよく見える.

オーロラが南極や北極の極地方に現われるのは,地 球

磁場の磁極があるからで,高 速の荷電粒子は磁極を中心

とした高緯度地方の特定の地域に磁力線に沿って流れこ

む.こ の粒子がたくさん流れこみオーロラを強 く光 らせ

る地域をオーロラ・バンドという.極 地研究所の附属施

設である昭和基地はこのオーロラ・バンドの真.ドにあり,

オーロラを観測するには.Lll:界中のオーロラ観測点の中で

も最もよい場所であり,多 くの研究成果をあげている.

オーロラの形は線状や一様な構造を した も のが帯状

に,あ るいは幕状にひろがる.特 に線状の形のオーロラ

の場合,そ の線の方向は,そ の場の磁力線の方向と一致

する.こ の形のオーロラが頭上に現われると火炎状(コ

ロナ)と なる.色 は黄や緑がおもであるが,活 動がはげ

しい時には赤味がかった紫色を呈することもある.紫 色

のコロナ型オーロラはあらゆる自然現象の中で最も美 し

いものである.
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